
様式第３号（第４条関係）         

農地等の転用のための権利移動許可申請書 

                                                            令和 ○  年 ○ 月 ○ 日 

兵庫県知事  ○○ ○○   様 

 

 

 

 

   

                                                                                     

申 請 者   譲受人氏名  三木 太郎           

 

譲渡人氏名  三木 花子            

 

下記のとおり農地・採草放牧地を転用するための権利の移転・設定について農地法第５条第１項 

の許可を受けたいので、同条第３項において準用する同法第４条第２項の規定により申請します。 

記 

１ 権利の種類 

  (該当するものを

○で囲むこと。) 

所有権・賃借権・使用貸借権・その他（  ）←該当するものを囲む      

２ 申請当事者の

氏名、住所等及び

職業（法人にあっ

ては、名称、代表

者の氏名、主たる

事務所の所在地

等及び業務の内

容） 

区 分 
氏   名 

（名称及び代表者の氏名） 

住   所 
（主たる事務所の所在地） 

電    話 

電子メール 

職 業 

（業務の内容） 

譲受人 三木 太郎 
三木市○○町○○番地 

電話：〇〇－○○○○ 
会社員 

譲渡人 三木 花子 
三木市○○町○○番地 

電話：〇〇－○○○○ 
農業 

３ 申請に係る土

地の所在、字、地

番、地目、面積、

普通収穫高、利用

状況、所有権以外

の使用収益を目

的とする権利の

設定を受けてい

る者の氏名又は

名称及び市街化

区域・市街化調整

区域・その他の区

域の別 

所 在 三木市   ○○  町  ○○    

字 地 番 

地 目 

面 積 
10a 当たり 

普通収穫高 

利用 

状況 

所有権以外の使用

収益を目的とする

権利の設定を受け

ている者の氏名又

は名称 

市街化区域・市

街化調整区

域・その他の区

域の別 登記簿 現 況 

○○ ○○番  田  田 350 ㎡ 340kg 水 稲 － 
市街化 

調整区域 

         

         

         

（
農
委
受
付
欄
） 

（
農
林
受
付
欄
） 

（
県

受

付

欄
） 



４ 権利を設定し、

又は移転しよう

とする当事者別

の事由の詳細 

譲受人 

（転用の目的及び転用の目的に係る施設又は事業の内容等） 

私は、現在４人家族で賃貸住宅で生活をしていますが、子供が成長し手狭になりま

した。親が高齢で様子も見やすいため申請地に家を建てたいと思います。 

譲渡人 買受人からの強い要望により、売却したいと思います。 

５ 権利を設定し、

又は移転しよう

とする契約の内

容 

所 有 権 移 転 又 は 

権 利 設 定 の 時 期 
令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日 

給 付 の 時 期 令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日 

そ の 他 の 契 約 条 件 売買 

６ 転用の時期及

び転用の目的に

係る事業又は施

設の概要 

土 地 造 成 期 間 許可後 令和 ○ 年  ○ 月  ○ 日から ○ 日間 

施 設 の 建 設 期 間 許可後 令和 ○ 年  ○ 月  ○ 日から ○ 日間 

事 業 の 操 業 期 間 許可後 令和 ○ 年  ○ 月  ○ 日から    永年間   

施設の名称、構造、 

棟 数 及 び 面 積 

一般住宅 木造２階建て 1 棟 

１階○○．○○㎡ 

２階○○．○○㎡ 

７ 転用の目的に

係る事業の資金

計画 

所 要 資 金 の 

算 定 の 基 礎 

別紙見積書のとおり 

建築費○○○,○○○円  

造成費○○○,○○○円     合計○○○,○○○円 

所 要 資 金 の 

調 達 の 方 法 

別紙残高証明、融資証明書のとおり 

自己資金○○○,○○○円 

 借入資金○○○,○○○円    合計○○○,○○○円 

８ 転用すること

によって生ずる

付近の農地又は

採草放牧地、作物

等の被害の防除

施設の概要 

被害発生原因、被害を与え

る対象並びにその程度及

び範囲 

【周辺に農地がある場合】 

○一般住宅用地のため、被害の発生は考えられませんが、周

辺農地に影響を及ばぬよう充分注意し、トラブルが発生し

た場合は、自己責任で解決を図り関係機関には一切のご迷

惑をお掛けしません。 

○コンクリートブロック擁壁を設置し、土砂流出を防除し、

排水は既設排水路に放流します。トラブルが発生した場合

は、自己責任で解決を図り関係機関には一切のご迷惑をお

掛けしません。 

 

【周辺に農地がない場合】 

○付近に農地はなく被害は生じないため、防除施設の必要は

ありません。 

防除施設の種類、防除の方

法及び防除できる程度 

９ その他参考と

なる事項 

なし 

 

連絡･照会先 

電話番号 ８２－○○○○ 

氏  名 三木 太郎 

 


